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 第 1 章は序章であり、本研究に至る歴史的背景と目的、ならびに本論文の概要について述べてい
る。第 2章から第 7章は二つの部に分かれている。 





 第 2章では、P3HTと ZnOからなる有機－無機ブレンドハイブリッド太陽電池に対して、フタロ
シアニン系の近赤外色素（SiPc）を第三成分として加えた三元ブレンドハイブリッド太陽電池を作
製し、増感特性について研究している。その結果、SiPc色素を導入した場合は P3HT/ZnO二元素子
に比べて P3HT/ZnO/SiPc三元素子の短絡電流（JSC）が 6割程度も向上した。この光電流向上は、670 
nm付近の色素自身の光捕集と、400–600 nmの P3HTの吸収により生成した P3HT励起子が効率よく
色素へエネルギー移動することによる増感効果に起因することを明らかにした。 
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 第 4章では、異なる粒径の CH3NH3PbI3ペロブスカイト膜を Fast Deposition–Crystallization（FDC）
法により作製し、素子特性の粒径依存性について研究している。その結果、粒径が大きくなるにつ






 第 5章では、第 4章の議論に基づいて、CH3NH3PbI3ペロブスカイト太陽電池の曲線因子（FF）の
向上の起源を、正孔輸送層（HTL）の膜厚を制御することにより研究している。HTLの膜厚が減少
















 第 7 章では、環境負荷の少ないペロブスカイト素子を実現するために、鉛に代えて錫を用いた
CH3NH3SnI3ペロブスカイト太陽電池を作製し、VOCの損失要因について研究している。この素子の
VOCは 0.23 Vとなり、CH3NH3PbI3ペロブスカイト太陽電池と比較して非常に小さい値を示した。EQE
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本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年 2月 22日、論
文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満た
していることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に際し
ては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
